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外
来
や
入
院
な
ど
で
、
同
じ
月
内
の

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
老
人
保
健
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
保
険
の
適
用
を

受
け
な
い
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど

は
対
象
外
で
す
）。
限
度
額
に
つ
い
て

は
左
表
の
と
お
り
区
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
算
方
法
は
、
同
じ
月
内
の
す
べ

て
の
自
己
負
担
分
を
合
算
し
、
入
院
ま

た
は
外
来
の
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

高
額
医
療
費
が
支
給

さ
れ
る
人
に
は
、
受
診

月
の
２
、
３
カ
月
後
に

申
請
の
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
通
知
が
届

い
た
人
は
早
め
に
保
険

年
金
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
民
税
非
課
税
に
該
当

す
る
人
は
、
限
度
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、

負
担
額
減
額
認
定
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
の
対
象
者
が
15
日
以
上
継

続
し
て
差
額
ベ
ッ
ド
を
利
用
し
た
場

合
、
料
金
の
助
成
を
し
て
い
ま
す（
た

だ
し
、本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

●
助
成
限
度
額
＝
１
日
１
、０
０
０
円
を

上
限
と
し
て
年
度
内
30
日
ま
で

●
申
請
期
限
＝
差
額
ベ
ッ
ド
料
金
を
支

払
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
健
康

保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
、
健
康

手
帳
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
と
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
、
本
人
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

課
税
台
帳
に
価
格
な
ど
を
登
録
し
た
旨

の
公
示
の
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
た
日
後
60
日
以
内
に
、
書
面
を

も
っ
て
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
１
日（
土
）か
ら
成
田
①
地
区
お

よ
び
成
田
③
地
区
の
ご
み
収
集
日
が
下

表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

収
集
時
間
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、

収
集
日
の
午

前
８
時
30
分

ま
で
に
ご
み

集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ

い
。

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら

老
人
医
療
受
給
者
に

差
額
ベ
ッ
ド
料
金
を
助
成

老
人
保
健

４
月
３
日
か
ら

資
産
税
課
で

固
定
資
産
の
縦
覧
お
よ
び
閲
覧

〇低所得者Ⅱとは、世帯員全員が市民税非課税
〇低所得者Ⅰとは、世帯員全員が市民税非課税で、全員
の所得が一定基準以下

老人医療受給者の自己負担限度額（1カ月）

負担区分

一定以上
所得者

一般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

外来【個人】

40,200円

12,000円

8,000円

外来＋入院【世帯ごと】
72,300円＋医療費が
361,500円を超えた場
合、超えた分の1％
（過去12カ月以内に4回
以上高額支給があった
場合、4回目以降の限度
額は40,200円）

40,200円
24,600円
15,000円

お
願
い

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

病
院
へ
行
く
前
に
必
ず
新
し
い
保
険

証
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
で
変
更
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
1
20-

１
５

４
７
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
1
20-

１
５
１

４
）へ
。 期間

時間

内容

対象者

固定資産の縦覧および閲覧
縦覧

4月3日（月）～5月1日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）

土地・家屋等縦覧帳簿で、
自分の土地や家屋の価格
とほかの土地・家屋の価
格を比較し、評価が適正
かどうか判断できます
納税者本人、納税者の委
任状を持参した人、納税
管理人

閲覧
4月3日（月）以降通年
（土・日曜日、祝日を除く）

自分の土地や家屋について、固定資産課税
台帳に記載された部分を確認することがで
きます。借地人・借家人なども使用または
収益の対象となる部分（対価が支払われる
ものに限る）の閲覧ができます
所有者本人、所有者の委任状を持参した
人、納税管理人、借地・借家人（賃貸借契
約書持参）

午前8時30分～午後5時

４
月
１
日
か
ら

一
部
で
収
集
日
が
変
更
に

成
田
地
区
の
ご
み

大谷津 
運動公園 

文 

文 

文 

成田中 
文化会館 

至佐原 

寺台 
成田高 

成田小 

土屋 

仲町 
本町 田町 
東町 上町 

花崎町花崎町 花崎町 

成田① 

成田③ 
美郷台美郷台 美郷台 

新町新町 新町 
郷部郷部 郷部 

中台中台 
運動公園運動公園 
中台 
運動公園 JRJR成田駅成田駅 JR成田駅 

馬橋馬橋 馬橋 
市役所市役所 市役所 

西口大通り 

京成成田駅京成成田駅 京成成田駅 

幸町 

51

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
1
20-

１
５
３
０
）へ
。 ごみの収集日が変更になる地区

ごみの種類
地区 燃やせる ビニール・ ビン・カン 金物・陶磁器類

ごみ プラスチック類 ・ガラス 有害ごみ
成田① 火・金 木 1・3水 2・4水
成田③ 火・金 月 1・3木 2・4木



合
併
に
伴
い

３
月
27
日（
月
）

か
ら
新
規
登
録

す
る
原
動
機
付

自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車

（
ト
ラ
ク
タ
ー

や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
）の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
が
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
成
田
市
、
下
総
町
、
大
栄

町
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
ま
す
。

★
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

〜
特
に
高
齢
者
の
人
へ
〜

自
宅
近
く
で
の
歩
行
中
や
自
転
車
乗

車
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
る
人
が
多

く
、
夕
暮
れ
時
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

"

目
立
つ
服
装

に
し
ま
し
ょ

う
〜
反
射
材

な
ど
を
活
用

し
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
見
え

や
す
く
す
る

工
夫
を
し
ま

し
ょ
う

"

横
断
歩
道
を

渡
り
ま
し
ょ

う
〜
少
し
遠

回
り
で
も
横

断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

"

安
全
確
認
は
十
分
に
〜
道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
必
ず
止
ま
っ
て
左
右
の

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

★
大
切
な
人
の
た
め
に

飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

悪
質
交
通
違
反（
飲
酒
・
無
免
許
）の

検
挙
は
、
全
取
り
締
ま
り
件
数
の
17
％

あ
り
、
重
大
事
故
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

"

運
転
者
〜「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」を
徹
底
す
る

"

飲
食
店
〜
車
で
来
た
お
客
に
は
、
酒

類
を
提
供
し
な
い

"

家
庭
・
職
場
〜
飲
酒
運
転
を「
し
な

い
・
さ
せ
な
い
」こ
と
を
徹
底
す
る

４
月
１
日
か
ら
千
葉
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
制
度
の
一
般
会
員
随
時
加
入

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
と
市
町
村

が
運
営
主
体
と
な
り
、
共
済
加
入
者
が

交
通
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
場
合
に
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
共
済
制
度
で
す
。

会
員
の
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
会

員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

"

組
合
を
組
織
す
る
市
町
村（
以
下「
市

町
村
」と
い
う
）の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人

"

市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
の
扶
養
を
受
け
て
い
る

人（
東
京
に
下
宿
し
て
い
る
学
生
な

ど
）

"

市
町
村
の
職
員
お
よ
び
同
居
の
親
族

共
済
期
間
お
よ
び
会
費

一
般
会
員（
随
時
加
入
）

●
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
〜
８
月
31
日

●
共
済
期
間
＝
加
入
申
し
込
み
を
し
た

日
の
翌
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で（
平

成
19
年
度
以
降
の
共
済
期
間
は
９
月

１
日
〜
翌
年
の
８
月
31
日
ま
で
）

●
会
費
＝
通
常
は
年
間
７
０
０
円（
随

時
加
入
は
、
左
表
の
と
お
り
）

見
舞
金
の
種
類
と
金
額

対
象
と
な
る
交
通
事
故

①
車
両（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自

転
車
な
ど
）の
交
通
に
よ
る
事
故
で
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
交

通
事
故
証
明
書（
原
則
と
し
て
人
身

事
故
扱
い
と
さ
れ
た
も
の
）が
発
行

さ
れ
た
も
の

②
電
車
な
ど
の
運
行
に
よ
る
事
故
で
、

警
察
署
が
証
明
し
た
も
の
ま
た
は
駅

長
な
ど
現
場
の
責
任
を
有
す
る
者
が

事
故
の
事
実
を
証
明
し
た
も
の

③
車
両
の
交
通
に
よ
る
事
故（
①
の
場

合
を
除
く
）で
、
自
賠
責
保
険（
共

済
）が
支
払
わ
れ
た
も
の（
見
舞
金
の

最
高
限
度
額
３
万
円
）

④
日
本
国
内
の
事
故
に
限
る

（
注
）交
通
事
故
証
明
書
な
ど
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
見
舞

金
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

申
し
込
み
先

"

交
通
防
犯
課（
市
役
所
４
階
・
1
20-

１
５
２
７
）。
合
併
後
は
下
総
・
大

栄
両
支
所
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課
へ
。

定
期
的
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
行
っ

て
い
る
家
庭
で
、
引
っ
越
し
な
ど
で
最

後
の
く
み
取
り
と
な
る
場
合
や
、
く
み

取
り
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は

早
め
に
環
境
衛
生
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

2006.3.1515

新
デ
ザ
イ
ン
の

ナ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
す

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

一
般
会
員
随
時
加
入

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

17
年
の
死
亡
者
は
12
人

そ
の
う
ち
高
齢
者
は
６
人

交
通
事
故
抑
止

※
く
わ
し
く
は
税
務
課（
1
20-

１
５
１
３
）

へ
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署
交
通
課（
1

27-

０
１
１
０
、
内
線
４
１
０
）へ
。

発生件数 1,438件（前年比－12）

死者数 12人（前年比－1）

傷者数 1,871人（前年比＋1）

交通物損事故 5,821件（前年比－146）

交通事故発生状況（成田警察署管内・平成17年）

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課
へ
。

引
っ
越
し
の
際
は

早
め
に
連
絡
を

し
尿
の
く
み
取
り

※
く
わ
し
く
は
同
課（
1
20-

１
５
３
１
）

へ
。

加入申込日
の翌日の属
する月

4月 300円

5月 200円

6月 200円

7月 100円

8月 100円

会費傷　害

見舞金

死　亡

見舞金

身　障

見舞金

遺　児

見舞金

けがをした場
合、治療実日数
に応じて支給

死亡した場合

一定の障がい
が残った場合

死亡者に遺児
がいた場合

2万円

〜

50万円

150万円

50万円

10万円
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受
け
付
け
は

番
号
札
の
番
号
順
で
す

市
民
課
で
手
続
き
が
必
要
な
人
は
、

申
請
書
に
記
入
の
上
、
番
号
札
を
取
り

座
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
は
、

番
号
札
の
順
に
お
呼
び
し
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
記
載
所
で
申
請
書
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い

記
入
方
法
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
と

き
は
案
内
係
の
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

②
番
号
札
を
お
取
り
く
だ
さ
い

申
請
書
を
記
入
し
て
か
ら
番
号
札
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。

③
待
合
所
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

④
受
付
窓
口
に
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

申
請
書
と
番
号
札
を
提
出
し
て
引
換

券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

⑤
引
換
券
の
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す

証
明
書
な
ど
が
出
来
上
が
る
と
引
換

券（
順
不
同
）の
番
号
が
電
光
掲
示
板
に

表
示
さ
れ
ま
す
。

⑥
お
渡
し
窓
口
で
書
類
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

◆

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
1
20-

１
５
２
５
）

へ
。

① 

④ 

⑤ 
⑥ お渡し窓口 

（会計） 

受付窓口 
待
合
所
 

電光掲示板 

記
載
台
 

記
載
台
 

記
載
台
 

記
載
所
 

市民課 テレビ 

③ 

2
番号札発行機 

番号札発行機
で よく！

市民課では住民票などの発行をスムー
ズに行うために、受付順ごとに整理券を
発行していますが、3月から、番号札を
種別に分けることにしました。
これは時間のかからない証明書の発行

業務と、時間を必要とする業務を分ける
ことで、窓口の混雑解消を図るものです。効 率

平
成
17
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査

結
果（
学
校
監
査
）の
概
要
を
、
地
方
自

治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
に
基
づ
き
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

成
田
市
監
査
委
員
　
野
中
憲
男

岩
澤
貞
男

【
学
校
監
査
】

●
期
日
＝
平
成
17
年
10
月
13
日
・
14

日
・
17
日
・
18
日

●
場
所
＝
各
学
校

●
対
象
＝
吾
妻
、
公
津
、
玉
造
、
平

成
、
八
生
、
久
住
第
一
、
久
住
第

二
、
中
郷
、
成
田
、
神
宮
寺
の
各
小

学
校
お
よ
び
成
田
、
玉
造
、
西
、
久

住
の
各
中
学
校

●
方
法

学
校
配
当
予
算
の
執
行
状
況
お
よ
び

施
設
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て
諸
帳
簿
類

を
調
査
し
、
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け

て
実
施

●
結
果

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
、
経
理
事
務

は
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

定
期
的
に
点
検
を
行
う
と
と
も
に
経
年

に
よ
る
施
設
の
損
耗
、
機
能
低
下
も
発

生
す
る
の
で
、
適
切
な
営
繕
計
画
の
も

と
に
今
後
と
も
教
育
環
境
の
整
備
に
万

全
を
期
さ
れ
た
い
。

ま
と
め
と
し
て
、
各
学
校
と
も
、
教

育
計
画
の
中
で
教
育
目
標
、
経
営
の
基

本
方
針
が
明
確
に
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に

沿
っ
て
効
率
的
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。近

年
の
社
会
情
勢
か
ら
、
学
校
の
安

全
管
理
に
つ
い
て
社
会
、
保
護
者
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
危
機
管
理
に

対
す
る
備
え
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま

す
。
学
校
施
設
の
運
営
、
職
員
の
研

修
、
児
童
・
生
徒
の
危
機
対
応
力
の
向

上
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
総
合
的
な

配
慮
が
な
さ
れ
学
校
の
安
全
が
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
少
人
数
学
習
推
進

教
員
、
外
国
人
英
語
講
師
、
学
校
図
書

館
司
書
の
配
置
な
ど
に
独
自
の
教
育
施

策
を
進
め
、
学
力
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵

ま
れ
た
教
育
環
境
を
十
分
に
活
用
し
、

い
っ
そ
う
の
学
力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局

（
1
20-

１
５
７
２
）へ
。

外国人講師による授業
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一人で悩んでいないで相談してみませんか？

毎日の生活の中で、疑問に思っていること、だれかに相談したいと
思っていることはありませんか。市などでは、そんなあなたの要望に
応え、各種相談を行います。相談は無料で秘密は厳守されます。この
機会に日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがですか。

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民相談（行政に関すること） 月～金曜日 08：30～17：00 市役所2階相談室

市民生活相談（家事・民事） 月・木曜日 09：00～16：00 〃

法律相談（予約制・市内在住の人）
水曜日 13：00～16：00 〃

（裁判所で係争中の事件は除く）

もめごと・なやみごと・苦情相談
3月28日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

（人権・行政相談）

不動産相談 3月28日（火） 10：00～12：00 市役所2階202会議室

税務相談 3月28日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室

外国人相談（英語・中国語・
3月23日（木） 13：00～16：00 市役所2階201会議室

スペイン語・ポルトガル語）

市民よろず相談 3月18日（土） 13：00～16：00 保健福祉館
県行政書士会印旛支部

0 作田義美さん123-3286

税務支援センター（予約制） 3月22日（水） 10：00～15：00
県税理士会成田支部 県税理士会成田支部
（飯田町157-4） 128-0931

司法書士法律相談 3月15日（水） 18：00～20：30 中央公民館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん120-1810

女性就業（内職）相談
水・金曜日 10：00～16：00

市役所2階 商工観光課122-1111
（来所前に要電話） 女性就業相談室 内線2724

高齢者職業相談 月～金曜日 08：30～17：00
市役所2階 商工観光課122-1111
高齢者職業相談室 内線2725

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00
消費生活センター 消費生活センター
（市役所2階） 123-1161

商工業者法律相談（予約制） 4月5日（水） 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所122-2101

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課120-1526

交通事故相談 4月4日（火） 10：00～15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課120-1527

心配ごと相談 木曜日 10：00～15：00 保健福祉館会議室 社会福祉協議会127-7755

酒害相談 3月16日（木） 9：00～12：00 〃 〃

家庭児童相談 月～金曜日 9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課120-1538

戦没者遺族相談 3月27日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課120-1536

健康体力相談 4月4日（火） 9：00～12：00 市体育館 市体育館126-7251

就学相談（予約制） 月・火・木曜日 9：00～17：00 市役所5階会議室 教育指導課120-1582

教育相談（予約制） 火曜日 9：00～16：00 成田市教育センター 教育センター120-2922

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～16：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室120-1414

市民支援課市民相談室
120-1507
※法律相談4月分の予約
は3月29日（水）から受
け付けます。


